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耳が聞こえる子どもが親と家でどのように絵本を読んでいるのかという研究はたくさん

あったにも関わらず、難聴の子どものそのような研究は少ない。そこで、本稿では絵本を読

むことに対してどのような考えを持っているのか、耳が聞こえる子どもを持つ親と比較し

て研究されている。研究方法は、ランダムに選ばれた難聴の子どもを持つ親と耳が聞こえる

子どもを持つ親を対象に、絵本の読み聞かせ方と絵本の読み聞かせに関する考えに関わる

質問をした。具体的には、絵本を読んでいる難聴の子供の現状に関する項目と絵本を読むこ

とにおいての親の考えに関する項目に分けて質問した。 

絵本を読む難聴の子どもと耳が聞こえる子どもの間では明らかな違いがあることがわか

った。難聴の子どもを持っている親はたくさんの方法で読み聞かせをせず、彼らの子どもに

全てを読み聞かせようと努力していない。一方、耳が聞こえる子どもを持つ親は絵本を読む

ことで子供の知識とコミュニケーション能力上昇を強く望んでいることが分かった。 

子どもに絵本の読み聞かせをする際、相手が難聴の子どもよりも耳が聞こえる子どもの

方が気合が入る点は納得できた。この研究の目的からはずれるかもしれないが、親がどのよ

うなことを望みながら子どもに絵本の読み聞かせをしているかの話も大変興味深いもので

あった。これは、BFC の活動をする時に考えれば、より良い企画ができるのではないかと

感じた。 

 


